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【はじめに】エレクトロクロミック（EC）デバイスは、メモリー性による低消費電力での表示保

持能力を有し、透明状態から鮮やかな色変化が可能なことから、調光デバイスや表示デバイスへ

の応用が期待されている。我々は EC デバイスの表示性能や応答特性の向上を目的に、透明導電

性酸化物（TCO）ナノ粒子を用いた低抵抗多孔質 EC電極について検討を行っている。これまで、

ナノ粒子で構成された低抵抗多孔質電極の電気化学応答特性は、粒子径と電解質イオン濃度に大

きく依存し、適切な構成条件を外れると著しく応答特性が低下することを報告してきた。本報で

は、アンチモンドープ酸化スズ（ATO）ナノ粒子を用いた透明多孔質 EC 電極の電気化学特性に

ついて報告する。 

【実験】洗浄処理したフッ素ドープ酸化スズ膜付きガラス基板上に ATOナノ粒子分散液（1次粒

径 10~30 nm、比表面積 70 m2/g以上）をスピンコートし、大気下 450℃の電気炉で 1時間焼成し

て低抵抗透明多孔質電極を作製した。多孔質電極基板を作用極、白金線を対極、Ag/AgCl を参照

電極とした 3極素子にて、100 mM LiClO4の-ブチロラクトン電解液中で多孔質電極に電位を印加

し、吸光度変化を測定した。 

【結果】膜厚 2.36 mの ATOナノ粒子多孔質電極に+1.0、0、−0.6 Vの電位を印加した際の吸光度

スペクトルを Fig. 1に示す。粒径の小さい ATOナノ粒子多孔質電極では、電解液中で電位を印加

することで明らかな吸収変化が観察された。ATO多孔質電極の電位印加時の吸収スペクトル変化

は、電解液中で ATO 多孔質電極表面に電気二

重層が形成される際に、電気二重層の極性と対

になる電荷が電源から ATO 多孔質電極に供給

され粒子内の表面部分に集まることで、粒子表

面近傍で局所的にキャリア密度が変化するた

めと考えられる。この吸収変化は電極の比表面

積と相関し、通常の平面電極形状では比表面積

が小さいため分光装置でもほぼ検出できない

程度だが、巨大な比表面積を有するナノ粒子多

孔質電極では目視でも確認できる程度になる。

発表では、ATOナノ粒子多孔質電極の特性につ

いて、さらに詳細に報告する。 

Fig. 1 Absorption spectra of ATO 

nanoparticle-based porous electrode under the 

application of various electric potential. 

400 500 600 700 800
0.0

0.1

0.2

0.3

 
 

A
b

so
rb

an
ce

Wavelength / nm

ATO porous electrode

 -0.6 V

 0 V

 +1.0 V

第68回応用物理学会春季学術講演会 講演予稿集 (2021 オンライン開催)17a-Z24-9 

© 2021年 応用物理学会 11-192 12.3


